
日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
（
佐
藤
誠
一
委
員

長
）
と
、
鶴
岡
市
議
団
（
関

徹
団
長
）
は
１
日
、
鶴
岡

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
本
社

＝
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
）
の

３
人
の
元
従
業
員
と
、
庄

内
労
働
基
準
監
督
署
に

「
未
払
い
賃
金
の
立
て
替

え
払
い
」
な
ど
の
要
請
に

行
き
ま
し
た
。

労
基
署
は
共
産
党
の
要

請
を
拒
否

監
督
署
で
は
、
前
日
電

話
で
連
絡
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
監
督
署
の
入

り
口
前
で
「
当
事
者
の
賃

金
立
て
替
え
の
申
請
の
こ

と
以
外
聞
い
て
い
な
い
」

と
共
産
党
の
要
請
を
拒
否

す
る
態
度
で
し
た
。

抗
議
を
し
、
当
事
者
の

皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え

て
、
立
て
替
え
払
い
の
請

求
手
続
き
に
移
り
ま
し

た
。

一
時
間
近
く
経
っ
て
出

て
き
た
元
従
業
員
３
人
に

聞
く
と
、
監
督
署
は
「
立

て
替
え
払
い
は
で
き
な
い

か
も
知
れ
な
い
。
で
き
た

と
し
て
も
相
当
時
間
が
か

か
る
」
「
署
で
は
一
生
懸

命
や
っ
て
き
た
」
「
自
分

た
ち
も
怒
っ
て
い
る
」
な

ど
、
当
事
者
の
話
は
聞
か

ず
一
方
的
な
説
明
を
繰
り

返
す
ば
か
り
だ
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
の
問

題
は
、
被
災
地
復
興
事
業

の
あ
り
方
を
始
め
と
し
た

厚
生
労
働
省
の
重
大
な
過

失
が
濃
厚
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
そ
こ
に
切
り
込
む

日
本
共
産
党
へ
の
ガ
ー
ド

が
堅
く
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

県
は
「
再
就
職
支
援
は

市
と
連
携
し
後
押
し
し

た
い
」
と
回
答

さ
ら
に
４
日
に
庄
内
総

合
支
庁
を
訪
れ
、
吉
村
県

知
事
宛
に
鶴
岡
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
問
題
に
つ
い
て
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

対
応
し
た
佐
藤
浩
之
産

業
経
済
企
画
課
長
に
関
徹

市
議
団
長
が
、
４
項
目
に

渡
る
要
請
書
を
手
渡
し
、

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

佐
藤
課
長
は
、
「
こ
の

事
業
の
取
組
み
は
、
国
と

鶴
岡
市
と
の
や
り
取
り
で

あ
り
、
今
回
の
件
が
判
明

し
て
か
ら
市
に
聞
き
取
り

を
行
っ
た
」
「
未
払
い
賃

金
に
つ
い
て
は
労
働
基
準

監
督
署
の
対
応
を
見
守

る
」
「
再
就
職
支
援
な
ど

に
つ
い
て
は
、
市
な
ど
も

連
携
し
な
が
ら
後
押
し
し

て
ゆ
き
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

要
請
に
は
元
従
業
員
の

女
性
４
人
が
同
席
し
、
Ａ

さ
ん
は
「
こ
の
仕
事
を
一

生
の
仕
事
と
考
え
、
移
住

し
て
就
職
し
た
」
「
立
替

払
い
で
も
８
割
し
か
も
ら

え
な
い
。
働
い
た
分
の
不

払
い
給
与
の
支
払
を
何
と

か
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
、

Ｂ
さ
ん
は
「
県
外
に
２
ヶ

月
出
張
に
行
っ
た
が
、
実

際
は
研
修
で
は
な
く
他
社

の
仕
事
で
、
報
告
書
に
は

研
修
と
書
く
よ
う
に
命
じ

ら
れ
た
」
と
会
社
の
違
法

性
を
告
発
。Ｃ
さ
ん
は
「
顧

客
も
決
ま
り
、
業
績
不
振

と
言
う
気
持
ち
は
な
か
っ

た
」
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
業
績
を
上
げ
る
為
に
、

給
与
未
払
い
後
も
懸
命
に

働
い
て
き
た
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
が
断
ち
切
ら
れ
た
雇

用
へ
の
不
安
と
、
困
難
な

生
活
を
抱
え
る
苦
悩
の
胸

の
う
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

関
市
議
は
、
「
こ
う
し

た
声
を
受
け
止
め
て
い
た

だ
き
、
対
応
い
た
だ
き
た

い
。
特
に
失
業
し
て
い
る

状
況
な
の
で
、
県
と
し
て

の
再
就
職
や
生
活
の
総
合

的
支
援
を
求
め
る
」
と
訴

え
る
と
と
も
に
、
全
国
的

に
広
が
る
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ

ン
に
よ
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
閉
鎖
や
労
働
者
へ
の
給

与
不
払
い
問
題
を
、
党
国

会
議
員
と
一
緒
に
６
日
に

厚
労
省
へ
交
渉
を
行
う
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。

党
地
区
委
員
会
、
党
市

議
団
は
、
ひ
き
つ
づ
き
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
問
題
の
全

容
解
明
と
、
不
払
い
賃
金

支
払
の
全
面
解
決
と
、
再

就
職
・
生
活
支
援
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

な
お
要
請
に
は
、
長
谷

川
剛
地
区
副
委
員
長
と
、

菅
井
巌
市
議
も
同
席
し
ま

し
た
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

要請書を佐藤産業経済企画課長に手渡す関市議
団長(上)、要請書の内容説明の様子(下)（8月4
日、庄内総合支庁）

コールセンター労働者の雇用と貸金確保等に関する

県知事あて要請書の要請項目

一、未払い貸金について、「未払い貸金立替払制度」を適用すること。７月末

までの在職者については、末日までを７月分給与として立替払いの対象と

すること。

一、７月以前に退職及び契約打ち切りとなった人も含めてすべての従業員に

ついて、新たな仕事を提供すること。及び生活支援策をおこなうこと。

一、従業員を始めとする関係者の声に謙虚に耳を傾け、要望に全力で応える

こと。

一、同社の「研修」及び事業が、緊急雇用創出事業の趣旨、或いは労働諸法

制に適合していたかどうか精査すること。今後は安定した良質な雇用を創

出する事業の構築を図ること。



鶴
岡
市
国
保
運
営
協
議

会
（
佐
藤
博
幸
会
長
）
の

第
１
回
会
議
が
４
日
、
市

役
所
で
開
か
れ
、
平
成
26

年
度
の
賦
課
状
況
や

年
25

度
決
算
な
ど
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

国
保
加
入
者
は
７
月
３

日
（
本
算
定
日
）
で
１
万

９
８
３
９
世
帯
（
△
６
３

９
世
帯
）
、
３
万
４
５
５

１
人
（
△
１
７
３
６
人
）

と
減
少
傾
向
で
す
。

税
軽
減
世
帯
が
過
半

数
超
え
る

年
度
は
、
課
税
限
度

26
額
が
４
万
円
引
き
上
げ
さ

れ

万
円
に
な
り
ま
し
た

81
（
党
市
議
団
は
引
き
上
げ

に
反
対
）
。

一
方
、
低
所
得
者
の
税

額
軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ

れ
、
軽
減
世
帯
が
１
万
３

７
６
世
帯
（
＋
１
０
４
０
）

と
な
り
、
前
年
の

・
６

45

％
か
ら

・
３
％
と
そ
の

52

割
合
が
初
め
て
過
半
数
を

超
え
ま
し
た
。

税
額
軽
減
世
帯
が
増
え

た
こ
と
か
ら
、
国
保
税
（
医

療
分
・
一
般
被
保
険
者

分
）
調
定
額
は
１
人
当
た

り
で
８
万
５
８
９
７
円
と

な
り
、

年
度
か
ら
１
０

25

９
６
円
下
が
っ
て
い
ま

す
。

増
税
と
な
っ
た

年
度

25

年
度
の
決
算
で
は
、

25
国
保
税
率
医
療
分
が

・
14

３
％
引
き
上
げ
さ
れ
た
結

果
（
共
産
党
市
議
団
は
反

対
）
、
国
保
税
収
入
額
は

億
８
６
６
０
万
円
と
な

33り
、
１
人
当
た
り
９
万
３

３
２
８
円
で
前
年
度
か
ら

９
５
７
８
円
の
負
担
増
と

な
り
ま
し
た
。

年
度
決
算
の
単
年
度

25
収
支
は
１
億
２
４
４
０
万

円
の
黒
字
と
な
り
、
５
年

ぶ
り
の
黒
字
で
基
金
に
２

６
１
３
万
円
積
立
て
ま
し

た
。

滞
納
額

億
円

13

国
保
税
の
収
納
率
は
、

現
年
課
税
で

・

％

91

94

（
前
年

・

％
）
、
滞

92

03

納
分
で

・

％
（
同

14

72

15

・

％
）
、
合
計
で

・

07

70

％
（
同

・

％
）
と

02

67

85

な
り
、
２
・

ポ
イ
ン
ト

17

改
善
し
ま
し
た
。

繰
越
滞
納
額
は

億
８

13

１
５
万
円
（
前
年

億
８

13

千
万
円
）
で
、
不
納
欠
損

額
は
１
億
４
１
６
２
万
円

（
同
９
３
４
６
万
円
）
を

処
分
し
ま
し
た
。

国
保
税
滞
納
に
対
し
、

８
月

日
に
滞
納
者
審
査

20

会
を
行
っ
て
、
５
期
以
上

の
滞
納
に
３
ヶ
月
の
短
期

保
険
証
、
１
年
以
上
に
資

格
証
明
書
の
交
付
を
進

め
、
正
規
保
険
証
の
取
り

上
げ
は
問
題
で
す
。

７
月

日
現
在
で
資
格

31

証
２
世
帯
（
前
年
度
４
世

帯
）
、
短
期
保
険
証
８
５

０
世
帯
（
同
８
８
３
世

帯
）
、
高
校
生
以
下
の
子

ど
も
対
象
に
６
ヶ
月
の
短

期
保
険
証
交
付
は
１
２
４

世
帯
２
３
０
人
（
同
１
４

７
世
帯
２
５
２
人
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
全
て
の
医

療
費
が
県
単
位
で
運
営

レ
セ
プ
ト
１
件
当
た
り

万
円
を
超
え
る
部
分
に

30つ
い
て
は
市
町
村
が
共
同

し
て
県
単
位
で
運
営
し
て

い
ま
す
（
保
険
財
政
共
同

安
定
化
事
業
）。

鶴
岡
市
に
交
付
さ
れ
る

収
入

億
５
９
４
１
万
円

10

に
対
し
、
拠
出
金
は

億
11

７
３
３
５
万
円
で
１
億
１

４
０
０
万
円
の
拠
出
超
過

と
な
り
、
鶴
岡
市
は
医
療

費
の
多
い
自
治
体
を
支
援

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
制
度
は
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
１
円
以
上
の

全
て
の
医
療
費
に
適
用
と

な
り
、
そ
の
場
合
、
県
の

調
整
交
付
金
が
交
付
さ
れ

て
も
鶴
岡
市
で
は
約
５
千

万
円
が
拠
出
超
過
に
な
る

と
試
算
し
て
い
ま
す
。

市
当
局
は
拠
出
超
過
の

自
治
体
に
対
す
る
財
政
調

整
を
図
る
べ
き
と
主
張
し

て
い
ま
す
。

法
定
外
繰
入
で
税
負

担
軽
減
を

委
員
と
し
て
出
席
し
た

加
藤
鉱
一
議
員
は
、
「
市

民
か
ら
、
国
保
税
の
負
担

が
大
変
重
く
毎
月
支
払
う

の
が
大
変
だ
と
い
う
訴
え

が
届
く
。
県
内
で
は

市
13

の
う
ち
９
市
が
法
定
外
繰

入
を
行
い
税
負
担
の
軽
減

に
努
め
て
い
る
。
市
で
も

繰
り
入
れ
を
検
討
す
べ
き

だ
」
と
求
め
ま
し
た
。

平成２６年５月

健康福祉企画課

本県の市町村国民健康保険における法定外繰入状況

単位：円

番 　Ｈ２４ 

号 (速報値)
市町村名 Ｈ２２ Ｈ２３

1 山　形　市 450,000,000 450,000,000 450,000,000

2 米　沢　市 40,412,349 0 0

3 鶴　岡　市 0 0 0

4 酒　田　市 45,269,000 46,154,000 46,865,000

5 新　庄　市 0 48,402,000 81,178,000

6 寒 河 江 市 10,446,845 27,133,560 27,463,155

7 上　山　市 0 30,000,000 30,000,000

8 村　山　市 0 0 7,500,000

9 長　井　市 2,523,981 7,252,151 15,429,471

10 天　童　市 18,810,682 26,000,000 27,300,000

11 東　根　市 0 0 21,095,417

12 尾 花 沢 市 0 0 0

13 南　陽　市 0 0 0

市小計 567,462,857 634,941,711 706,831,043

14 中　山　町 11,542,199 0 4,847,686

15 山　辺　町 8,622,760 3,971,921 4,059,517

16 大　江　町 0 8,096,000 19,145,000

17 朝　日　町 0 3,009,326 2,993,889

18 西　川　町 4,053,215 0 0

19 河　北　町 11,341,538 12,346,137 71,687,164

20 大 石 田 町 0 0 6,600,000

21 舟　形　町 0 0 0

22 大　蔵　村 4,121,000 4,877,000 4,129,000

27 最　上　町 2,100,000 4,500,000 4,049,751

28 高　畠　町 34,454,973 9,925,000 9,491,222

29 川　西　町 0 0 0

30 白　鷹　町 0 0 0

31 飯　豊　町 12,063,864 22,488,000 12,516,040

32 小　国　町 6,223,992 0 0

36 三　川　町 13,036,819 0 0

44 遊　佐　町 0 100,000,000 87,000,000

45 庄　内　町 15,916,783 118,014,631 17,008,641

46 最上地区広域 102,683,000 165,042,548 159,145,000

町村小計 226,160,143 452,270,563 402,672,910

市町村合計 793,623,000 1,087,212,274 1,109,503,953

※出典｢国民健康保険事業年報｣

契約管財課入札結果（ ）内は予定価格
7月31日入札分

・旧土木課大山分室用地測量業務（友江地内）
(株)鈴木測量事務所 1,100,000円（1,161,000円）期間～9/30（落札率94.7％）
・旧朝暘第四小学校跡地測量業務（陽光町地内）
(有)安野測量事務所 4,000,000円（4,261,000円）期間～10/31（落札率93.9％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月31日入札分

・市公共下水道事業 汚水10Ｂ047～10Ｂ047－1号新設工事（大東町地内）
(株)菅原工務店 4,080,000円（4,650,000円）工期～10/31（落札率87.7％）

温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月31日入札分

・木ノ下中央線道路改良工事（山五十川地内）
(株)土岐工務店 6,600,000円（7,352,000円）工期～11/30（落札率89.8％）
・一霞中通１号線道路改良工事（一霞地内）
落札決定保留中 － （15,822,000円）工期～11/20

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月31日入札分

・市羽黒庁舎改築設計業務委託
ｱｯｸｽ・ﾌﾞﾚﾝ・SC設計共同企業体 35,800,000円（36,007,000円）

期間～27/6/1（落札率99.4％）
・市第六学区コミュニティー防災センター駐車場整備工事
小野寺建設(株) 4,000,000円（4,645,000円）工期～9/30（落札率86.1％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月31日入札分

・藤島歴史公園整備工事
森建設工業(株) 123,000,000円（124,667,000円）工期～27/3/27（落札率98.7％）


